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『日本教育社会学会 第50回大会 発表要旨集録 
1998』326-327頁。
　――　2015,「昭和初期の旧制中学校生の進路選
択に関する研究－九州の事例を中心に－」『別
府大学短期大学部紀要』第34号　123-132頁。
　――　2018,「昭和初期の旧制会津中学校生の進
路状況に関する研究－安積、磐城、福島、相馬
各中学の状況との比較・検討を中心に－」『会
津大学短期大学部研究紀要』第75号　117-127
頁。
《付記》
　資料の引用に際しては、旧字体の一部は新字体に
改め、句読点や濁点を付した。また明らかな誤植、
間違いと判断できるものは訂正した。
（受稿　2020年9月30日，受理　2020年11月4日）
14） 同上　9頁, 122頁。
15） 前掲書　1972, 64頁。
16） 同上　139頁。
17） 同上　60頁。
18） この地域性については、例えば米子中学の後身
の米子東高校に対する地方エリート性が、戦後
から現在も続いていることも指摘されている。
例えば、卒業生の以下の様な回想がある。 
　「未だに、この地方では大学の出身校より、
どこの高校の出身かの方がウエートを占める。
「どこの高校を卒業されました？」の返事に胸
をはって「東高校です。」と言える言葉が、我々
に自信を持たせてくれる。（後略）」（鳥取県立米
子東高等学校　1989, 548-549頁）。また最近
の新聞記事でも、以下の様な指摘がある。「（前
略）県西部では有名ブランドのように特別視さ
れ、「米東（米子東高校）でなければ人でない」
「どの大学を出たかより、米東か否かが重要」
という人もいるほど。昔から浪人してでも目指
す生徒がいたと聞く（後略）」（『山陰中央新報』
2020年9月7日1面「明窓」）。
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